
【交通安全週間を終えて】 

 先日、小学校では「通学路点検」として東京湾岸警察署・東京都港湾局・PTAの役員の方々と教員で実際に通
学路を歩きながら点検を行い、概ね安全であることが確認できました。また、湾岸警察の方からは例年１０月か
ら１２月にかけて交通事故が増える傾向があるとのお話がありました。特に多いものは「自動車による左折時の
巻き込み事故」だそうです。世間でも子供たちが登下校中の交通事故により死傷するなど痛ましい事件を耳にす
ることがあります。歩道がよく整備されているお台場の街ですが、これからも児童生徒が安全に登校できるよう、
学校でも指導を続けていきます。 
今月の小学校の生活目標は「しっかりと学習に取り組もう」中学校は「進んで学習しよう」です。学習成果発

表会（舞台発表の部）では、どの学年も熱心に練習に取り組み、本番では大成功を収めました。大きな行事が終
わった後も気を緩めることなく、子供たちが集中して学習に参加できるよう努めて参ります。 
  

（生活指導主任 内藤 真由子・青山 麻希） 

 

  

 

 

 

お台場学園防災 Jr.ティーム 

校長 大島 一浩 

先月７日、関東地方で大きな地震が発生しました。東

京２３区でも最大震度５強というとても強い揺れが観測

されました。大きな揺れを体験し、地震に対しての危機

管理、日頃の備えの重要さを改めて意識させられました。 

お台場学園では、平成 20年より、港陽中学校の生徒

全員で「お台場学園防災 Jr.ティーム」を毎年組織してい

ます。災害が発生し、避難所が設置された場合を想定し

て、４つの班に分かれて訓練を行っています。この活動

には、港区芝浦港南地区総合支所をはじめ、多くの地域

の方に協力をいただいています。今年も感染症対策に

留意しながら、訓練を実施しました。今年の内容は、「炊

き出し」「救急救命・応急措置」「簡易担架・搬送」「マンホ

ールトイレ設置」「避難所受付設営」「間仕切りパネル設

営」でした。どれも実践的な内容であり、万が一の場合、

開設された避難所で、生徒たちが活躍している姿を容易

に想像することができました。なお、港陽小学校でも、

iPadを用いた「こども防災シミュレーション」授業を行い、

防災意識を高めています。 

さて、あの東日本大震災が発生して１０年が経ちます。

当時、「お台場学園防災 Jr.ティーム」はすでに組織され

ていましたので、当時の生徒たちは、地域の防災協議会

と一緒に、開設された実際の避難所で活躍しました。お

台場は日常的に、観光客が多い地域です。遠足等で訪

れる学校も多くあります。地震の起きたあの日、夜になっ

ても多くの人が、学校の明かりがついていたことに励ま

されて避難所を訪れたそうです。当日避難していた中学

校より、後日、届いた手紙の一部を紹介します。 

 

 

 

『この度は、本校の卒業遠足中に、未曾有の東日本大

震災にあった折、本校の生徒、教員を避難所に受け入れ

ていただきまして、本当にありがとうございました。不安

と恐怖でいっぱいだった中、心温かい受け入れで安心し

て無事に一夜を過ごすことができました。何より率先し

て働く中学生の姿に感動し、本校の中学生にも強く感じ

るものがあったようです。温かい食事と休憩所を用意し

ていただいたおかげで、翌朝、無事に帰校することがで

きました。命の尊さや安全の大切さとともに、人間の社会

が支え合いで成り立っていること、それに対する感謝の

心など多くのことが学べました。今後の人生で生かして

いきたいと思います。本当にありがとうございました』 

 

お台場には、大学や高校がありません。いざというと

きは、中学生が頼りにされている地域です。昨今の、大

型台風や集中豪雨など極端な気象現象のニュースを見

ていると、地震以外にも、いつ大きな災害が発生しても

おかしくないと考えてしまいます。もちろん災害は起きな

いことに越したことはありませんが、学校として、危機意

識を、これからも高く持ち合わせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年１１月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園 
〒135-0091港区台場 1-1-5 

小学校 03-5500-2572 
中学校 03-5500-2575 



委員会活動の紹介：環境委員会 

環境委員会では、児童生徒が気持ちよく過ごせる環境づくりを目指した取り組みを行っています。小学校では、

常時活動として、各学級のゴミを回収し、各学年の黒板消しクリーナーの掃除をしています。 

また、常時活動とは別に、ペットボトルキャップの回収を行っています。10月の委員会でこれまで各学級から集

まったペットボトルキャップの量を測りました。約１４kgのキャップが集まりましたが、より多くのキャップを集めるた

めに、ポスターや手紙を作成し、全校に呼びかけています。エコキャップ運動へご協力くださいますよう、よろしくお

願いいたします。 

                   （小学校担当 内藤 真由子・野中 美希・原口 絢太  中学校担当 坂梨 知）  

【１１月の主な行事】 

１日（月） 振替休業日 

２日（火） ～９日（火） 三者面談（９年生） 

３日（水） 文化の日（祝日） 

８日（月） 避難訓練 

１２日（金） 生徒総会（中学校） 

１７日（水） 個人面談①（小学校） 

       ～１９日（金）期末考査（中学校） 

２３日（火） 勤労感謝の日（祝日） 

２５日（木） 個人面談②（小学校） 

２９日（月） 個人面談③（小学校） 

       三者面談始（～１２月３日（金）まで）（中学校） 

       音楽鑑賞教室（９年生） 

３０日（火） 個人面談④（小学校） 

 

第８学年より 

10 月 12 日（火）に都内めぐりの遠足に行って参りました。昨年の入学以来、校外に出ての行事

は初めてで、生徒たちもとても楽しみにしていました。 

夏休みの明けた９月から体験学習先や見学先を班で話し合い、ルートを決め、事前学習をしてき

ました。遠足当日は班別行動で午前中に江戸の伝統工芸体験学習を行い、班ごとにお昼を摂り、午

後は江戸東京博物館、東京都美術館、国立科学博物館、上野の森美術館、下町風俗資料館等の博物

館見学をしました。 

午前中の体験学習では和菓子作り、江戸切子のコップ、銀細工のしおりの制作をおこないました。

午後は雨が降るあいにくの天気となってしまいましたが、すべての班が予定通りにタイムスケジュ

ールをこなして、帰ってくることができました。 

今回の遠足で得た素晴らしい経験をぜひ来年の修学旅行の班別行動に向けて生かしてほしいと

願っています。 

（第８学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スクールカウンセラー 相談曜日】 

○青木 理惠子 火曜日（小学校）            

○奥野 典子  金曜日（小・中学校）         

○原   由美子  月曜日（中学校）  

 

電話連絡先 

●小学校  03-5500-2572  

●中学校  03-5500-2575 


